


９ 月 議 会会 会
一般会計 9月補正予算 22 億 8,544 万円

費  目  名 決  算  額

国庫支出金

民　生　費
土　木　費

総　務　費
衛　生　費
教　育　費
消防費ほか

市　債
地方交付税
県支出金ほか
合　計

合　計

使用料・手数料
繰入金

その他自主財源

1,263.3  億円
90.6  億円
36.4  億円
161.0  億円
451.1  億円
351.6  億円
114.1  億円
376.3  億円
2,844.4  億円

2790.1  億円

959.6  億円
483.2  億円
385.6  億円
289.8  億円
288.0  億円
176.2  億円
207.7  億円

自 

主 

財 

源

依 

存 

財 

源

市　税

公　債　費

歳
　
入

歳
　
出

歳入 歳出

民生費
34.4％市　税

44.4％

国庫支出金
15.9％

市　債
12.4％

地方交付税
4.0％

県支出金ほか
13.2％

使用料
手数料
3.2％

繰入金
1.3％

その他
自主財源
5.6％

土木費
17.3％

公債費
13.8％
総務費
10.4％

衛生費
10.3％

教育費
6.3％消防費ほか

7.5％

決算額の割合

＜一般会計決算＞
政策提言へ向け、各種団体と
　 意見交換を行っています！

中山間地振興や働き方改革などに
平成 29年度

しずてつジャストライン

２系統（大平・板井沢） ３系統（大平・板井沢・但沼）

ＮＰＯ法人  清流の里両河内

平成 30年 4月～

【大平系統】
【大平系統】

【板井沢系統】

【板井沢系統】

【但沼系統】

大平  ⇔  但沼  定時 16 便
大平  ⇔  和田島 

但沼  ⇔  和田島 
板井沢  ⇔  但沼  定時  9 便

板井沢  ⇔  和田島

定時 7便
デマンド 14便

定時 7便
デマンド 14便

定時 34 便

平　日  …   6 時～ 20 時
土日祝  …   7 時～ 19 時

平　日  …   5 時～ 21 時
　土　  …   7 時～ 19 時

中型 29 人乗りバス 10人乗り自家用普通自動車

（日祝運休）

系統数

委託先

運行便数
（平日）

運行時間

車　種

■両河内線自主運行バス運行事業
　　　　　　　　　…　2,970 万円

■プレミアムフライデー推進事業　…　1,000 万円

人口減少が進む中山間地域の清水区両河内
地区バス運行事業を、地元のＮＰＯ法人に
委託する。平成 30 年 4 月からの運行を目
ざし、車両購入や停留所の設置などの準備
経費を計上。委託先の変更に伴い、朝夕は
通学者・通勤者のため定時定路線で運行し、
利用者が減る昼間は事前連絡に応じて車両
を運行する「デマ
ンド」方式に切り
替える。
（詳細は右表）

「ワークライフバランス」や「ライフスタイルの向上」を目ざし、官民一体となって
プレミアムフライデーを推進するため、イベントや情報発信等を実施する。
　・シンボルイベントの開催　開催日：毎月「月末」の金曜日
　・（仮称）プレミアムフライデーフォーラムの開催

自主運行バスイメージ

平成 28 年度決算概要
静岡市の平成 28 年度決算概要が公表されました。一般会計の歳入は
2,844 億円（前年度比 0.5％減）、歳出は 2,970 億円（同 0.03％減）で、次
年度に繰り越すべき収支を差し引いた実質収支は 33 億 9 千万円の黒字と
なりました。

市民 1人当たりの
市民税負担額…
　  17 万 8,640 円
市民 1人当たりの
行政経費…
　  39 万 4,545 円

平成 28 年度の各総額を、
平成 28 年度末住民基本
台 帳 人 口（707,173 人）
で割りました。

派 研 修

教育現場視察
静岡市立大川小中学校
静岡市立大川小中学校は、市街地から車で約 1 時間。大自然に囲
まれた中山間地域にある学校です。全校児童数 27 名、教職員数
19名。今年 4月に小中一貫校として開校しました。
大川地区には、400 軒が居住していますが、内 100 軒が空き家
となっており、人口減少が顕著に表れています。そのため、「地
域の学校がなくなれば町がなくなる、町をつぶしたくない」との
危機感から、町をあげて移住促進に力を入れています。その熱意が実り、4 世帯 16 名が大川地区に移住し、現在
10名の生徒が他地域から転校してきました。

視察では英語の授業など学校の様子を見て回り、その後、地元自治会役員や学校関係者
との意見交換を行いました。意見交換では、①ＩＣＴ機器の整備及び活用   ②50 年以上経
過した教職員住宅の老朽化  ③放課後子ども教室の延長・拡大  ④空き教室の地域への開
放  などの要望があがりました。これだけ地域が人口増に向け努力している中山間地域だ
からこそ、行政も光を当てて教育環境整備にあたるべきであると考えます。
今後も会派として中山間地域の学校を注視していきたいと思います。

志政会では政策提言策定に向け、各種
団体との意見交換会を精力的に行って
います。
特に「人が集まるまちづくり」をテー
マに開催した常葉大の学生との意見交
換会では、学生から率直な提言や問題提起があがりまし
た。中でも企業と学生の就職活動については、市内企業
の情報発信の少なさや市のインターンシップ対応の遅れ
などが指摘されました。その他、中小企業家同友会や子
育て支援団体、働く世代、草薙商店会の方々と意見交換
を行い、貴重な意見を伺うことができました。
これらの意見を参考に、今後会派内で来年度予算へ向け
た政策提言をまとめ、10月下旬に市長へ提出する予定
です。

上：常葉大学生との意見交換会　下：子育て支援団体との意見交換会


